
■■■■原子力原子力原子力原子力センターセンターセンターセンター構想構想構想構想（（（（仮称仮称仮称仮称））））のののの理念理念理念理念・・・・視点視点視点視点【第１次案・意見公募用】

原子力原子力原子力原子力にににに関関関関するサイエンスとするサイエンスとするサイエンスとするサイエンスと人人人人づくりづくりづくりづくり等等等等のののの拠点拠点拠点拠点としてとしてとしてとして世界世界世界世界にににに貢献貢献貢献貢献するするするする『『『『21212121世紀型世紀型世紀型世紀型のののの新新新新たなたなたなたな““““ＣＯＥ（ＣＯＥ（ＣＯＥ（ＣＯＥ（CenterCenterCenterCenter Of ExcellenceOf ExcellenceOf ExcellenceOf Excellence））））””””』』』』とととと

なることをなることをなることをなることを目指目指目指目指しししし、、、、併併併併せてせてせてせて、、、、このようなこのようなこのようなこのような原子力原子力原子力原子力とととと地域社会地域社会地域社会地域社会とがとがとがとが調和調和調和調和したまちづくりをしたまちづくりをしたまちづくりをしたまちづくりを推進推進推進推進

２０世紀型

２１世紀型

� 我が国の原子力を半世紀にわたって先導（パイオニア）し、原子力利用の重さも体感（＝大事故を経験）

� 原子力の研究開発を総合的に実施できる高度な人材と施設・設備が集積（世界的にも稀有）

� 多くの科学者・技術者がこの地域に終の棲家を得ており、地域社会と原子力が融合し文化が創造されつつある

第１ステージ

第２ステージ

東海村の特徴（東海村らしさ）

●原子力に関するサイエンスと

人づくり等の分野で世界に貢献

●地域社会と世界の安全・安心

のため出来ることは何か

●地域主権

●経済至上主義からの脱却

（真に豊かで持続可能な社会）

●福島原発事故、これを受けた

国の「脱原発依存」の基本方針

� 右肩上がりの経済

� これに呼応した原子

力のエネルギー利用

の拡大

原子力の研究開発や

原子力発電の開始か

ら、核燃料サイクルの

事業化まで

� 東海村は、国主導の

下での「原子力セン

ター」

� 地域社会が主体となって提言・行動

する原子力とまちづくり

⇒ 総合的な将来ビジョンを策定し、原子

力と地域社会の新しい共存関係や、地

域社会と国との新たな友好関係を構築

して、各種取組を推進

� 「文化的な価値」や「社会的な価値」

の重視 ⇒ 即効的な経済効果は求めない

� ２つのキーワード

- “東海村らしさ”を活かす

- 国際化・オープン化

期待と役割

社会的背景の変化



■■■■原子力原子力原子力原子力センターセンターセンターセンター（（（（仮称仮称仮称仮称））））がががが有有有有するするするする機能等機能等機能等機能等【第１次案・意見公募用】

最先端最先端最先端最先端のののの原子力科学原子力科学原子力科学原子力科学やややや原子力基礎原子力基礎原子力基礎原子力基礎・・・・基盤研究基盤研究基盤研究基盤研究とととと

そのそのそのその産業産業産業産業・・・・医療利用医療利用医療利用医療利用

機能

①

●J-PARCや研究炉（ニュートリノ研究や量子ビーム利用）、BNCT（ホウ素中性子捕捉療法）

●原子力に関する最先端総合科学とその産業・医療利用の拠点づくり

●甚大なリスクを持つ原子力が純粋に科学的にコント

ロールされず、所謂「原子力安全神話」や「原子力

ムラ」が生まれた背景の考察

社会科学社会科学社会科学社会科学・・・・政策科学政策科学政策科学政策科学のののの知知知知をををを

集約集約集約集約しししし研究研究研究研究・・・・提言提言提言提言

●福島原発事故の事故収束・処理や環境修復

への貢献（「常磐・浜通り地域」として繋いで

一体的に捉え有機的に連携・協力）

原子力原子力原子力原子力のののの安全安全安全安全などのなどのなどのなどの

課題課題課題課題のののの解決解決解決解決のののの先導先導先導先導

機能

③

機能

②

一体的

に推進

上記の各機能を支え調和する国際的かつオープンなまちづくり

研究・生活・滞在環境の整備、科学・文化・地域交流の推進などを推進し「多文化共生社会」を形成

●ＩＡＥＡ等との協力による、アジアをはじめとした国際的な人材育成ネットワークのハブ

●世界も含めた次世代の優秀な研究者及び技術者の育成を目指した教育プログラムの充実

●原子力に対する深い思考力・洞察力や謙虚さを有する人材育成、安全文化の醸成など

●リスクを知り、リスクを議論し、リスクに関し政策提言

することができる場

●利害関係を離れた自由な議論の場、様々な価値

観や考え方について率直かつ柔軟に議論できる場

国際的国際的国際的国際的にににに活躍活躍活躍活躍できるできるできるできる原子力人材原子力人材原子力人材原子力人材のののの育成育成育成育成＜＜＜＜分野共通分野共通分野共通分野共通＞＞＞＞

●安全性向上への取組（原子力規制委支援等）

●廃炉・廃止措置や放射性廃棄物の処理・処分

などの試験研究や実証

●核不拡散・核セキュリティに貢献する取組

機能

④

に推進

推進組織

の設置



■本構想に基づく取組（今後具体化）

� 推進体制

- 東海村（行政）は、本構想の率先牽引役、あるいはコーディネーターとし

ての役割を果たしていく

- 東海村、茨城県、周辺市町村や関係府省、ＪＡＥＡや大学などの関係機

関により構成する「推進会議」を立ち上げる

- 本構想に基づく各種取組（プロジェクト）を協働で積極的に進めていく- 本構想に基づく各種取組（プロジェクト）を協働で積極的に進めていく

� 先導プロジェクトの例

- 原子力に関する最先端総合科学とその産業・医療利用の拠点づくり

- 福島原発事故に関する事故収束・処理や環境修復への貢献（地域社会の間での連携も交

えた総合的な取組）

- 地域社会における原子力安全と原子力防災のモデルづくり

- 原子力に関する社会科学の拠点づくり

- 国際的な原子力人材育成プログラムの企画・推進

- まちの国際化プログラムの策定・推進（ＴＯＫＡＩビジターセンター、宿泊施設や地域公共交

通の確保・充実、交流機会の質・量の充実、etc…）

- 原子力サイエンスの学ぶ場づくり （ＴＯＫＡＩ原子力サイエンスツアー）



■本構想を纏める際の留意点

� 名称（検討に当たってのポイント）

- 原子力サイエンスと人づくり等の拠点として世界に貢献

- 原子力とまちづくりの総合的な将来ビジョン

- 英語に翻訳した時に外国人にもイメージが想像できる

⇒ 名称についても意見公募⇒ 名称についても意見公募

⇒ 上記ポイントを考慮し公募結果等も踏まえて村長が決定


